
おはよう！ 元気にあいさつ（「早寝 早起き 朝ごはん」で朝から元気に！）

やったあ！ できた わかった（勉強も運動もめあてを決めてコツコツと！） 

またあした！ わくわく楽しい学校（いじめのない、安心して学べる学校に！） 

だいじょうぶ？ 思いやり 助け合い（困っている人がいたらそっと声かけ！） 

平成２８年 ４月 ６日 

四日市市立小山田小学校

校庭に咲き誇る満開の桜や花壇の色鮮やかな花たちが、子どもたちの進級を祝っ

ているようです。4 月 6 日（水）、活気に満ちた子どもたちの声が小学校にもどっ
てきました。

新年度は、全校児童183人でスタートします。一つ学年が上がり、新1年生が2
クラスの他は、わかたけ学級、新2年生から新6年生まですべて1クラスです。
始業式では、子どもたちにがんばってほしいことを２つ伝えました。

一つ目は、「めあてを持って、勉強や運動に励むこと」です。コツコツと努力を

して、難しい問題が解けたり、真剣に練習してできるようになったりしたときは、

とても気持ちがいいものです。

 二つ目は、「友だちと仲良く協力しよう」です。今年度も運動会や芋煮会など仲

間と協力してやり遂げる楽しい行事がたくさんあります。また、毎日の集団登校や

掃除などでは、きまりを守って助け合わなければなりません。一人一人が思いやり

の心をもって明るく楽しい学校生活を送ってほしいです。

 子どもたちのがんばりに応えるべく、新着任の先生方を含めた全教職員で、精い

っぱい教育活動に取り組みたいと考えますので、ご支援・ご協力をよろしくお願い

いたします。なお、裏面に職員名を載せましたのでご覧ください。

 ほとんどの学年が、前の学年と同じメンバーで新学年をスタートします。

気心が知れているため、何をするにしても教え合いや相談がスムーズにできるよさ

があると思います。これまでの「絆」が大いに生かされることも多いでしょう。

 ただ、「あの子は、～な子」と決めつけた見方をしてしまっていると、その子の本当

のよさに気づかなかったり、友だち関係が固定的になったりしがちです。

友だち関係を広げていくためには、友だちに対する見方を変えて、新たな一面を発

見するようにしていきたいものです。

左の絵で、馬の姿しか見えなかったのに、見方を変えると違うものが見えるように。



6年生のお兄さん、お姉さんに手を引かれて、ピッカピカの1年生が体育館に入場しました。
4月6日（水）、1年生33人の小学校生活の始まりをお祝いする入学式を挙行しました。

1年生のみなさん、保護者の皆さま、ご入学 誠におめでとうございます。
 勉強も、運動も、遊びも、学校生活のすべてからたくさんのことを学んでほしいと思います。

そして、自分のこと、友だちのこと、家族や地域の人のことを大切に考えられるやさしい心をもった人

になってほしいと思います。

 もし、困ったことやわからないことがあったら、お兄さん・お姉さんや先生にどんどん聞いてください。

※ 「学校だより」は、子どもたちの様子をお知らせしたり、教育・子育てについて皆様とともに考えたりします。

ご愛読のほど、よろしくお願いします。また、小山田小ホームページではカラー版でご覧いただけます。（校長）

職員紹介  ～一年間、よろしくお願いします～
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～啐啄同時（そったくどうじ）～ 
子どもの成長に合わせて、親がタイミングよく支援することの大切さを表す言葉です。

親や教師の指導と、子どもの自発が一致したときに、はじめて効果をあげるそうです。 

スピードの違いこそあれ、子どもは自らの力で可能性を切り開いていくのだと思います。

大人が何でも先回りしてしまったり、子どもの思いを無視して、無理強いしたりするので

はなく、子どもの自立を促すような関わりや支援（励まし）が必要なのではないでしょうか。


